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小
嶋
光
明 

委
員
長

　
　
　
新
旧
対
照
表
を
見
る

と
、
道
路
占
用
料
が
値
上
が

り
し
た
部
分
、
値
下
が
り
し

た
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の
根

拠
は
。

　
　
　
道
路
占
用
料
は
、
国

が
評
価
し
た
路
線
価
格
課
税

の
評
価
額
に
基
づ
い
て
、算
定

さ
れ
た
占
用
料
と
な
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

　
　
　
施
行
日
以
前
に
設
置

し
て
あ
っ
た
事
業
所
に
も
適

用
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

そ
の
事
業
所
の
把
握
及
び
周

知
に
つ
い
て
は
、
何
か
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
事
業
者
の
把
握
は
で

き
て
い
な
い
が
、
周
知
に
つ

い
て
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
図
り
た
い
。

　
　
　
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
た
場
合
、
道
路
、
田

畑
等
に
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、

被
害
を
受
け
た
人
は
、
ど
う

い
っ
た
対
応
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
。

　
　
　
事
業
区
域
が
0.5 
ha
以

上
の
事
業
者
に
は
、
雨
水
対

策
の
指
導
も
で
き
る
が
、
0.5

 

ha
未
満
の
事
業
者
に
つ
い
て

は
、
行
政
的
な
指
導
が
で
き

な
い
た
め
、
地
域
住
民
と
ト

ラ
ブ
ル
が
な
い
よ
う
に
、
事

前
に
事
業
者
に
話
を
し
、
地

域
住
民
に
説
明
を
す
る
よ
う

お
願
い
す
る
し
か
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

　
　
　
市
内
に
六
価
ク
ロ
ム

が
混
入
す
る
可
能
性
が
あ
る

事
業
所
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
下
水
道
法
に
お
け
る

特
定
事
業
者
は
市
内
に
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

　
　
　
ど
う
い
っ
た
理
由
で

廃
止
を
す
る
の
か
。
ま
た
、

廃
止
後
の
管
理
は
ど
う
な
る

の
か
。

　
　
　
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

廃
止
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
道
の
廃
止
後
は
地
元
管
理

と
な
る
が
、
地
域
の
方
々
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
必

要
な
部
分
に
つ
い
て
は
対
応

を
し
た
い
。

　
　
　
市
道
廃
止
に
な
る
と

地
元
管
理
が
発
生
す
る
。
廃

止
路
線
に
つ
い
て
は
、
き
ち

ん
と
地
元
説
明
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
廃
止
路
線
の
現
地
調

査
時
、
周
知
は
し
て
い
な
い
。

道
路
状
況
に
よ
っ
て
は
、
今

後
説
明
は
必
要
と
考
え
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

　
　
　
昨
年
、
南
島
原
市
水

道
料
金
等
審
議
会
を
設
置
し
、

検
討
を
し
て
い
く
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
審
議
会
の
状
況

は
。

　
　
　
昨
年
11
月
30
日
に
審

議
会
を
設
置
し
た
。
今
年
２

月
の
審
議
会
よ
り
、
改
定
額

の
協
議
を
実
施
し
、
令
和
６

年
度
中
に
答
申
を
出
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

　
　
　
開
田
雨
水
ポ
ン
プ
場

の
ポ
ン
プ
は
何
年
に
設
置
し

た
の
か
。

　
　
　
平
成
８
年
に
供
用
開

始
を
し
て
い
る
。

（
討
論
な
し
）

　
採
決
の
結
果
、
原
案
可
決

　
農
林
水
産
・
建
設
委
員
会

の
関
係
す
る
10
件
の
項
目
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
そ
の

う
ち
、
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
（
担
い
手
育
成
型
）
の
予

算
確
保
の
要
望
内
容
に
つ
い

て
、
新
規
地
区
の
事
業
推
進

を
追
加
し
、
要
望
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

〈
そ
の
他
の
議
案
〉

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

【
議
案
第
６
号
】
南
島
原

市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

【
議
案
第
８
号
】
南
島
原

市
公
共
下
水
道
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

【
議
案
第
11
号
】
市
道
路

線
の
廃
止
及
び
変
更
に
つ

い
て

【
議
案
第
18
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
水
道
事
業

会
計
予
算

【
議
案
第
19
号
】
令
和
６

年
度
南
島
原
市
下
水
道
事

業
会
計
予
算

【
議
案
第
７
号
】
南
島
原

市
自
然
環
境
、景
観
等
と

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事

業
と
の
調
和
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

【
議
案
第
５
号
】
南
島
原

市
漁
港
管
理
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
12
号
】令
和
５

年
度
南
島
原
市
一般
会
計

補
正
予
算（
第
10
号
）に
つ

い
て

【
長
崎
県
の
施
策
に
関
す
る

要
望・提
案
に
係
る
市
議
会

か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
】

農
林
水
産・建
設
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
議
案
８
件
を
原
案
可
決

▶
説
明
会
の
様
子

▶
研
修
会
の
様
子
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令
和
６
年
２
月
７
日
（
水
）、

み
や
き
町
議
会　
総
務
文
教

常
任
委
員
会
が
、
南
島
原
市

多
目
的
運
動
広
場
の
行
政
視

察
に
訪
れ
ま
し
た
。
み
や
き

町
は
令
和
２
年
１
月
に
「
女

子
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
宣
言
」

を
行
い
、
そ
の
旗
艦
と
な
る

施
設
と
し
て
多
目
的
人
工
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
整
備
事
業
を

現
在
計
画
中
で
、
さ
ら
な
る

事
業
展
開
に
つ
な
げ
た
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

研
修
で
は
、Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
ひ
ま

わ
り
の
中
嶋
さ
ん
か
ら
、
運

動
広
場
整
備
に
至
っ
た
経
緯

や
維
持
管
理
、
利
用
状
況
な

ど
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、

施
設
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
現
地

視
察
を
さ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
議
員
か
ら
様
々
な
質
問
が

あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

南島原市を
　　視察されました

み
や
き
町
議
会
議
員
の
皆
様

　

令
和
６
年
１
月
26
日
（
金
）、

雲
仙
市
の
国
見
町
文
化
会
館

ま
ほ
ろ
ば
に
て
、
第
12
回
島

原
半
島
市
議
会
議
員
合
同
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
島
原
半
島

の
３
市
が
連
携
し
、
地
域
の

課
題
解
決
に
共
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
島

原
振
興
局
農
林
水
産
部
の
山

本
奉
彦
部
長
が
講
師
と
し
て

招
か
れ
、「
長
崎
県
・
島
原

半
島
の
農
業
：
概
要
と
振
興

対
策
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
島
原
半

島
の
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
、

様
々
な
視
点
か
ら
詳
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
に

と
っ
て
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

島原半島市議会議員
合同研修会

人
権
擁
護
委
員

固
定
資
産
評
価

　
　  
審
査
委
員
会
委
員

（
令
和
６
年
７
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
令
和
９
年
６
月
30
日
）

（
令
和
６
年
５
月
26
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
令
和
９
年
５
月
25
日
）

人
事
案
件
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